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３
月
１
日
（
金
）、
役
場
町
長
室
で
、
町
長
、

自
衛
隊
父
兄
会
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
、
自

衛
隊
鳥
取
募
集
案
内
所
の
関
係
者
が
出
席
し

て
、
平
成
24
年
度
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
山
本
恭
輔
さ
ん
（
田

後
）
が
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ
ま
す
。
山
本
さ

ん
は
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
予
定
で
、
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自衛隊入隊者激励会を行いました

　３月10日（日）、『小田川・荒金川に魚を蘇らせる会』が主催するサ

ケの稚魚放流が、岩常橋下流の河川敷で行われました。毎年この時期に、

町内各小学校等によびかけ、サケの卵をふ化させ、放流しています。

　この活動は今回で10回目を迎え、多くの方の協力を得てサケの稚魚

約6,000匹を放流しました。

　当日はあいにくの小雨模様でしたが、地元住民

や小学校の児童、関係者ら100人以上が参加しま

した。放流前に、この取り組みをもとに作られた

岩美南小オリジナルソング「きっともどるよ　ふ

るさとに」を参加者全員で合唱し、４年後の再会

を願いながら、サケの稚魚を放流しました。

　放流後は「岩常夢はうす」で温かいうどんが振

る舞われ、冷えた体を温めながらサケの旅立ちを

見送りました。

　４年後の再会を楽しみに待ちましょう。

小田川にサケの稚魚放流


